色彩学理解度チェック〔ch.1〕

学籍番号　　　　　氏名　　　　　　　．　　　　　　　　　

□□　第１章　単色の効果　□□
１．色彩調節の定義は？
色彩の生理的心理的効果を積極的に応用して、建築物などに合理的な彩色を施し、環境の安全や快適性を向上せしめること

２．次の事例は色彩調節と言えるか？［Yes, No］

Y
「病室を白く塗って、汚れが目立つようにした。」
N
「鮮魚店の照明を赤みの強いものに取り替え、刺身が新鮮に見えるようにした。」
Ｙ「黄色を基調にしてバターのパッケージをデザインし、中身の新鮮さ・おいしさを　　　　　アピールした」
Y
「時計の文字盤が読みづらいというクレームが寄せられたので、文字を太くするとともに、文字と背景の色の明度差を大きくして、見やすくした。」
３．色彩の印象はほぼ［3］次元で表される。
　それは、どのような印象（尺度）と関連が深いか？　複数挙げよ。
評価性因子：好き−嫌い、美しい−美しくない、楽しい−楽しくない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
活動性因子：落ち着きのある−ない、派手なー地味な、暖かい−冷たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
力量性因子：堅い−柔らかい、重い−軽い、強い−弱い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔参考言葉群：暖かさ、落ち着き、派手さ、美しさ、強さ、楽しさ、好み、重さ、堅さ〕

　※これらは例示です

４．ＳＤ尺度を５つ作成せよ。また、それを用いて、右の２色を評定せよ（＝自分の感じにもっとも近いところに○を付けよ）。
［　暖かい　］┗┻┻┻┻┻┛［　冷たい　］
［　派手な　］┗┻┻┻┻┻┛［　地味な　］
［　明るい　］┗┻┻┻┻┻┛［　暗い　　］
［　軽い　　］┗┻┻┻┻┻┛［　重い　　］
［　堅い　　］┗┻┻┻┻┻┛［　柔らかい］

［　暖かい　］┗┻┻┻┻┻┛［　冷たい　］
［　派手な　］┗┻┻┻┻┻┛［　地味な　］
［　明るい　］┗┻┻┻┻┻┛［　暗い　　］
［　軽い　　］┗┻┻┻┻┻┛［　重い　　］
［　堅い　　］┗┻┻┻┻┻┛［　柔らかい］
　　　　※これらは例示です。

５．色の三属性について、解説せよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．人はどのくらいの色を見分けられるか？
　一説によれば、　750　万色ほど　　
７．最高彩度の色には灰色成分（白や黒）が含まれない。このような色を［　純色　］という。
　その色の系列をP.C.C.S.表色系では、［  vivid　　］トーンと呼ぶ。
　その色に白を混ぜたときにできる色の系列を［和名：明清色系列、英名：tint color ］、黒を混ぜたときにできる系列を［和名：暗清色系列、英名：  shade color　　］と呼ぶ。前者には、P.C.C.S.表色系における［　bright　］トーン、［light　］トーン、［pale］トーンが、後者にはP.C.C.S.表色系における［　 deep  ］トーン、［  dark  ］トーン、［   dark grayish］トーンが含まれる。
　最高彩度の色の系列を明度に着目して眺めてみると、［黄］で最も高く、黄緑、緑と下がり、青で最低となる。そこから紫、赤紫、赤、橙（黄赤）と、まただんだん高くなっていく。橙から黄緑の部分で明度が急激に変化することを心に留めておこう。たとえば、鮮やかな色を用いて明度差を出そうとすれば、赤と緑ではなく、［黄系統］と青系統の色を用いることになる。
　また、赤や緑では鮮やかな色は中明度色ということになるのだが、そこに白や黒を混ぜていくと鮮やかさが低くなっていく。したがって、白や黒を混ぜることで高明度色、低明度色を作ると、彩度は低くなっていく。つまり、赤や緑では、高明度・［高］彩度色、低明度［高］彩度色は存在しないということになる。黄では高明度・高彩度色は存在するが、中明度・高彩度色や［低］明度・高彩度色は存在しない。青では［高］明度および［中］明度の高彩度色は存在しない。青の高彩度色は低明度ということになる。
　これらのことから、さまざまな色相の高彩度色を用いると、必然的に明度にばらつきが生じることがわかる。明度を揃え、色相を変化させたいのであれば、中彩度色・［低］彩度色を用いる他はない。
８．マンセル表色系の特徴について記述する。
　マンセル表色系では、色相を［マンセルヒュー］：Munsell［hue］、明度を［マンセルバリュー］：Munsell［value］、彩度を［マンセルクロマ］：Munsell［chroma］と呼ぶ。
　色相は基本５原色とその中間の５色の10色相を［R →YR→Y→GY→G→BG→B→PB→　　→P→RP→ R］と円環状に並べ、さらにそれらの記号で表現される色相をそれぞれ［10］分割し、100色相の色相環を形作る。たとえば、典型的な緑は［5G］という記号で表される。また、4Bは7Bより［紫がかった、緑がかった］色である。
　色味のない色を［無彩色］と呼ぶが、マンセル表色系ではこれを［N］というアルファベットで表す。理想的な白は［N10］、理想的な黒は［N 0］と表示されるが、現実の明度は［N1.5〜N9.5］程度の値を取る。
　最高彩度は色相により異なる。赤や黄は［14］、緑は［8］、青は［12］であるが、実際にはその数値の違いほどの鮮やかさの違いは感じないと言われることもある。
９．NCS表色系は、６原色の混合割合を基にした表色系である。６原色とは［白］［黒］［赤］［緑］［青］［黄］である。すべての色はこれら６原色で表現できる。たとえば、水色は［白］と［青］の２原色が感じられ、サーモンピンクであれば［赤］［黄］［白］の３原色が感じられる。NCS表色系の色の表示は、構成する色の割合を記号で表現するため、表示から色を想起することが容易である。
　このうち、色相に関わる４色はＹ−［B］、［R］−［G］の２対として考えることができる。たとえば、一方が感じられるときにはもう一方は感じられないし、残像として見えるものも対となった色である。
10．次の色をマンセル表色系、P.C.C.S.表色系、NCS表色系で表記してみよう。
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明度
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
彩度
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
色相
R_Y_G_B_P
R_Y_G_B_P
R_Y_G_B_P 
R_Y_G_B_P
R_Y_G_B_P 
R_Y_G_B_P
Munsell
〔7.5R 8.5/1〕
〔10Y 7.5/8〕
〔2.5YR 6/6〕
〔2.5B 7/6〕
〔 5P 5/4 〕
〔　N6.5　〕
P.C.C.S.
〔　 p2 　〕
〔　ltg10　〕
〔　ltg4　〕
〔　lt16+　〕
〔　sf22　〕
〔　Gy-6.5　〕
NCS
〔S 0005-R〕
〔S 1080-G60Y〕
〔S 3040-Y70R〕
〔S 1070-B10G〕
〔S 5050-R50B〕
〔S 3500-N〕
※色の見え方は、ディスプレイやプリンターによって変化するので、あくまでも、参考です。

　P.C.C.S.は、トーンを使用した表現なので、正確ではない（近似色）です。

［追加問題］次の色をマンセル表色系、P.C.C.S.表色系、NCS表色系で表記してみよう。









明度
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
彩度
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
高・中・低
色相
R_Y_G_B_P
R_Y_G_B_P
R_Y_G_B_P 
R_Y_G_B_P
R_Y_G_B_P 
R_Y_G_B_P
Munsell
〔2.5Y 9/3〕
〔7.5YR 5/10〕
〔7.5BG 5/8〕
〔7.5PB 6/6〕
〔　N3　〕
〔2.5RP 6/12〕
P.C.C.S.
〔　p7　〕
〔　dp6　〕
〔　b16　〕
〔　lt20+　〕
〔　Gy-3.0　〕
〔　b24　〕
NCS
〔　　　　〕
〔　　　　〕
〔　　　　〕
〔　　　　〕
〔　　　　〕
〔　　　　〕
※色の見え方は、ディスプレイやプリンターによって変化するので、あくまでも、参考です。
　P.C.C.S.は、トーンを使用した表現なので、正確ではない（近似色）です。

11．色の好ましさ、落ち着き、派手さ、暖かさのうち、色で印象を変化させられる幅は、［派手さ］が最も大きい。一方、印象の個人差が最も大きいのは［好ましさ］である。落ち着きや派手さは、トーン、特に［明度・彩度］との関連が深いが、明清色系列では色相の影響も見られる。青系統の色より赤系統の色の方が、落ち着きがなく派手だと感じられるのである。
　好ましさと暖かさについては後ほど述べる。
12．物理的な判断を色が変化させることがある。暖かさについては色の三属性のうち［　　色相　　］の影響が大きく、赤・黄が［暖かく、冷たく］、青は［暖かく、冷たく］感じられる。進出−後退については［　色相　］の影響が大きく、赤・黄が［進出、後退］して、青は［進出、後退］して感じられる。膨張−収縮に関しては［明度］の影響が大きく、黄より青の方が［膨張して、収縮して］感じられる。重さに関しては［明度］の影響が大きく、焦げ茶より水色の方が［重く、軽く］感じられる。
　ただし、気温の判断に壁面色は影響をおよぼさないとか、壁面に色を塗ったときには高明度色が後退色である高明度色で広く見え、低明度色で狭く見えるということもある。これらの知識のデザインへの適用には注意が必要である。
13．色の好みについて述べる。
　純色の中では、［青］が好まれ、橙が嫌われるというかなり普遍的な傾向が見られる。しかし、ある時期には橙が好まれたという報告（千々岩）もあり、嗜好が変化する可能性も否定できない。
　明度・彩度を含めれば、明清色系列は暗清色系列より好まれやすい。非常に単純化して述べるならば、人々は明るく感じられる色を好み、暗い色・濁った色を嫌うのである。
　年齢が上がるに従って、純色を好まなくなり［明淡］色を好むようになるというデータ、もしくは女性は赤系統の色を男性より好むといった性別による好みの違いを示唆するデータもある。また、世界的に見ても若干の色の好みの地域による違いが存在する。しかし、それらの影響は限定的で、平均値で見る限り、色の好みの共通性の方が大きいように思われる。
　その一方で、個人差が大きいのも「好み（preference）」の特徴である。色相・明度・彩度それぞれに好みの個人差が存在することを示唆するデータもあり、評定のばらつきも大きい。抽象的な色の好みのデータを用いて好まれるカラーデザインを構築するというデザイン手法には困難があると思われる。
14．平均とは、観測個体の観測値の合計を個体数で除したものである。観測の結果が［4、5、7、8］であれば、平均は（4+5+7+8）÷［4］=［6］となる。

　分散は、観測個体の観測値から平均値を引いたものを２乗して合計し、個体数で除したものである。上記の例で言えば、〔（4-6）2+（5-6）2+（7-6）2+（8-6）2〕÷4=（4+1+1+4）÷4=［　2.5　］となる。
　その標準偏差は、〔（2.5）1/2=101/2/2〕である。

色の効果をうまく利用しているけれど、そのおかげで快適な生活が送れるかといえば．．．





ある意味、合理的にイメージを利用しているので、普通は「Ｙ」と答えればよいと思う。でも、中身が不良品だったら．．．「N」かもしれない





色は、３つの属性があれば表現できる。３属性の設定の仕方は一通りではが、まず、もっとも理解しやすいと思われる、色相、明度、彩度の３属性について解説する。


色相は、赤、黄、緑、青、紫といった色味の系統のことである。


明度は、色の明るさ・白さを表す。


彩度は、色味の強さ、つまり鮮やかさを表す。


このほか、色相と白色度、黒色度の３属性、明るさと色味を表現する２属性の組み合わせによる３属性など、３属性の設定の仕方に応じて、様々な特徴を持った表色系が存在する。
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